
11

Nov. 2017

。

・ 11 11

Nov. 2017

。

・ 11



・会社の人を地域づくり（御所地区）仕事、家族、学校以外での
つながりができ、嬉しかったという声を聞いた。

・決めるということに関して意思決定がなかなか上手くいかない。リーダー
もしくは数人の事務局で責任を持って決めるという進め方は必要。
想いを持った人を見つけてくるのが会議の役割なのではないかと思った。

・アンケートの結果を住民の方にお知らせできた。
その発展形として「みんなの御用聞き通信」を6月に発行できた。

・アンケートの結果を考えて、どう地域の団体と一緒に行動するか、
アプローチを考えたい。

・先日の台風で、連絡体制の改善を考えた。防災は一番大事だと思う。

・灯籠が１０８個、舟っこが数年ぶりに２艙になった。
実行委員長、事務局長さんからは盛り上げ隊への感謝と今後も頼むという言葉をもらった。

・今の活動は継続するが、今回実施したアンケートの結果を見ると住民が求めている活動と
差異があることがわかった。住民の求めている活動も新規に検討していきたい。

・西山DEEPマップの完成。これで地域の人がより地域に詳しくなった。
マップを活用して、今後イベントができるようになる。
このマップを活用して交流人口の増加に向けた次の展開が期待できること。

・ミーティングへの地域住民の参加が少ない。マップの在庫が少なく
思ったように配架できない。

・マップを使ったツアーを展開する予定です。是非ご参加ください。

・各地区の活動が新しい人のつながりを生んでいる。
・御明神夏まつりでつながった人で、地域の別の課題に取り組みたいという話、
とても重要なことだと思っている。

・今後は生活課題解決の方向につなげていければよいと思う。
・特に人の命が関わっていること、防災はやっぱり大きなテーマだと思う。
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1. 各地区のチーム活動の取り組み状況を共有する。
2. 地域組織ヒアリングから見えてきた地域の特徴や課題を知る。
3. 他自治体等の取り組みを学び、地域づくり活動の今後の参考とする。

・特に人の命が関わっていること、防災はやっぱり大きなテーマだと思う。

企画財政課 地域づくり推進室から、「地域組織ヒアリング」により分析した地域の組織や活動内
容、また、各地区における課題や今後目指していく取り組みなどについて報告が行われました。

✅
町内74の全行政区を訪ね、各地域の活動内容、組織の状況、地域の課題などを
区長・自治会長・公民館長などからお聞きしました。（実施期間：5/29～10/4）

ＱＲコード

NPO法人 いわて地域づくり支援センター理事の若菜千穂さんより「これからの地域づくり」
の事例紹介として、地域活動やマネジメントの先進事例等をご紹介いただきました。

ＱＲコード

✅

✅ 」

【実例】 雫石雪灯りチーム × 御明神夏まつりチーム
→人手不足の解消、年間活動の確保。アイデアや企画力の相乗効果。

【実例】 雫石産直マップチーム
→産直マップを作成し、産直の活性化を促進
→農家さんを応援する活動をスタート

・一関市川崎のまちづくりポスト（協議にこだわった組織）
・山形県川西町吉島地区（人材育成・学びの循環）
・福島県二本松市東和地区（地域運営組織）

「地域づくりでの成果、気づいたこと、考えたこと」をテーマに、4地区の代表者がパネリスト
として登壇し、意見交換を行いました。

活動の目的が似ているチ－ムどうしグル－プになり、各チ－ムの共通の課題や解決策な
どを共有しました。

・改めて、つながり方、つなげ方、関わり方はいろいろあると感じた。課題や目的に合ったつながり方を良く考えて
いくことが大事だと思う。・地域づくりの意識が皆さん高いと感じた。

・掛け算って大事。他の地区、チームとの情報交換・共有が自分の活動のヒントにもなる。
・他チームの話が参考になった。自分のチームでも提案したい。自治会の方などから客観的な意見が聞けて良かった。

マップの活用のしかた 組織との連携のしかたどうやって地域の良さを
伝えていくか

活動への地域の
巻き込み方

各地区の地域づくり会議メンバー
と、地域づくりに関心がある自治
会の皆さんが集結！つながりと学
びの場で、積極的にコミュニケー
ションを図りました。参加者の皆
様、ありがとうございました！

日時：10月5日（木）18:30~21:00
場所：雫石町中央公民館

2階 大会議室
参加人数：80名
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考えること、問い続けること

• 役割と目的
• 「地域づくり会議の役割は何か」

• 「何ための地域づくり活動か」

• 関係性と体制
• 「既存の地縁組織や団体とどのように連携するか」「分担するか」

• 「そのためにちょうど良い体制は」
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地域の維持 若い人が帰ってくる

徹底的に語り合う場

人口を減らさない

横断的な協議の場

稼げる地域にする


